
実績報告作成日 令和 5年 2月 28日

地域おこし協力隊活動実績報告書

隊員氏名：鈴木 健司

・活動期間：令和4年 4月 1日～令和 5年 3月 31日

（委嘱日：令和3年 9月 1日）

１．隊員の活動テーマ

２．活動の検証

（１）定住促進への直接的効果

活動テーマ 定住促進 ※共通

より具体的なミッシ

ョン

・農に関わる人を増加させる

自ら農業に従事して知識技術を習得。興味のある方へ農のある生活

を提案、支援する。

・地域資源地域情報の掘り起こしと情報発信

移住等の相談を受け

た件数
2件（ 8人）

移住希望者に現地案

内などの活動を行っ

た件数

件（ 人）

うち移住につながっ

た人数
１件（ ４人）

うち移住につながる

可能性のある人数
１件（ ４人）

具体的な相談の内容

・将来的に今までの環境とは全然違う自然豊かな中で子育てしたいと思

うがどうか？良い所はあるか？との相談を受け、空き家バンクの物件を

紹介。自身の体験談等を説明した。

・農業をある程度本気でやりたい、と立地条件などの相談を受けた。

ご自身でかなりお調べになられていたので、アドバイス程度となったが

空き家バンクの物件を購入頂けた。



1

（２）具体的な活動について

今後の展開や展望ま

たは反省点など

現在は自身の YOUTUBE チャンネルにて、古民家DIY・田舎ぐらし・

新規就農でのチャレンジの様子を発信している。

「南丹市を知らなかったが、良い所ですね。」「老後の移住先の候補地と

したい。」「是非行ってみたい。」等、南丹市の知名度UPに少しは貢献

出来ていると考える。引き続き、上記内容の情報発信を続けて行きたい。

活動を展開した

地域数と名称

地 域 数： 3地域

地域の名称：（ 和泉・下・内久保 ）

移住者受け入れ

や地域振興への

意識が高まった

と思われる地域

数と名称

地 域 数： 3地域

地域の名称：（ 和泉・下・内久保 ）

今後継続的なア

プローチにより

意識が高まる見

込みの地域数と

名称

地 域 数： 3地域

地域の名称：（ 和泉・下・内久保 ）

活動内容 現在の課題 期待する成果・展望

果樹栽培、稲作等 農業機械・設備が無い

農地が手狭になってくる事が

予想される

耕作放棄地や休耕地を活用

農地保全 地域活性

YOUTUBEによる情報発信

（古民家DIY再生、初めての米

作り・田舎暮らし南丹市の風景

等を発信）

編集作業及び構成にとても時

間がかかる

田舎暮らしや農業に興味を持

つ方を増やしたい

移住促進

参農サポートセンター 自身の知識が追いつかずその

場で明快な答えを出せない

耕作放棄地や休耕地を活用

農地保全 地域活性

適切な機関に引継ぎ・紹介を

行う事で、相談者の悩みを解

消する。
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３．活動表

活動年 実績・効果、目標

1年目

【目標】南丹市及び地域の情報を得る。農業活動における人脈作り。

【活動内容】

南丹市各地域の多くの方とご挨拶させて頂いた。

自身で行う果樹について苗の準備や農地確保に向けた動きを行った。

南丹市内の寺社仏閣等、YOUTUBE にて発信。

2年目

【目標】自ら農業を行い、その様子を発信する。

【活動内容】

果樹栽培の準備を行い、水稲を作った。

ゼロからの就農を自身のYOUTUBE チャンネルにて発信。

YOUTUBEチャンネルの登録者数は 1.2万人となった。

3年目

【目標】農に係る人を増加させる

【活動内容】

イチジク、ブルーベリー、ブラックベリー等果樹栽培を行う。

摘み取り体験等を想定した農園管理をしたい。

移住者が新規就農後成長していく様子を随時 YOUTUBE にて発信。

空き家バンクや地域イベント等の情報発信をする。参農ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ参加。

任期後に得たい

成果・変化（自分

自身・地域・関係

者）

YOUTUBE にて発信する事で 1人でも多くの方に南丹市や田舎暮らし･新規

就農する事に興味を持って頂き、移住するきっかけの一つとなりたい。

ブルーベリーやブラックベリーを使い農に絡んだ起業をする。


